基礎経済原論I　(松尾)　穴埋めノート

第13回　市場の失敗とその解決
◆ 「外部性」その１：

　「外部不経済」：　　　　　　　　　　　　　　に費用をかけてしまうこと。

　　　典型例：　　　　　など
例) 鉄を生産するときスモッグが出るとする。
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[image: image2..pict]　そのときの鉄の市場　　　　　　　　　　　　　従量税を課税すると

　市場均衡では、社会的に最適な生産量よりも、生産が　　　になる。

　間接税をかけるのは、人為的に　　　　　を変化させて、外部費用のかかるものの消費を、自発的に節約させる政策である。

◆ 「外部性」その２：

　「外部経済」：　　　　　　　　　　　　　　に便益をもたらすこと。

　→市場均衡では、社会的に最適な生産量よりも、生産が　　　になる。

　公共財：「非競合的」で「非排除的」な財

　　非競合性とは、

　　非排除性とは、

　　公共財の例、

　　私財で供給すると、　　　　　　　　　するので、生産が　　　になる。

　→そこで、　　　の役割が出てくる。

◆ 情報の非対称性の例１：医療保険が民間の営利商品だけだったら。
[image: image3..pict]　　需要者側　　　　　　　　　　　　　　　供給者側
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　すると、均衡は、　　　　　　　　　　　　結局最後には、



そこで、日本や西欧では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　がとられている。

◆ 情報の非対称性の例２：医療が自由市場になったらどうなるか。
　　需要者側　　　　　　　　　　　　　　　供給者側


　すると、均衡は、　　　　　　　　　　　　結局最後には、

こういう場合どうするか。
１．価格公定：例

　　→問題点：

２．シグナリングが起こる：例

　　→問題点：

　　最も大事なのは情報が対称になるようにすること。

◆ 公平性の問題

　世の中全体の市場均衡状態には、人々の当初の　　　　　の状態によって、いろいろなものがある。

よって、中には、こんな均衡もある。
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